
１　学習の到達目標等

２　学習計画及び評価方法等

（１）　学習計画等

知 思 態

『生産システム技術』
第１章　直流回路
１節 電気回路/２節 オームの法則/３節 抵抗の性
質/
４節 電流の熱作用と電力/５節 電流の化学作用と
電池

第２章　磁気と静電気
１節　電流と磁気

4 〇

・「総合的な学習の時間」の具体的な学習活動「情報・環境」との
関連に留意する。
・教科「物理」との関連に留意する。
・試してみよう、「発光ダイオード（LED）を点灯してみよう」を参考に
し、オームの法則によってLED点灯回路の電流制限用抵抗を計
算するような指導展開に留意する。
・試してみよう、「電流による磁界の発生を確認してみよう」を参考
にして、教示実験を行う。

２節　磁気作用の応用
３節　静電気

第３章　交流回路
１節　交流の基本的な取り扱い
２節　交流回路
３節　交流電力
４節　三相交流と三相誘導電動機

5 〇 〇

・試してみよう、「直流電動機は直流発電機になることを確認して
みよう」を参考にして、教示実験を行う。
・試してみよう、「RLC直列回路の電圧をはかってみよう」を参考に
して、教示実験を行うとともに、できれば生徒に発振器出力の周波
数を変化させ、VR、VC、VLを読み取らせる。

第４章　電気設備
１節　電力システム
２節　電気を利用した設備
３節　電気設備使用上の安全確保

第５章　電子回路
１節　半導体
２節　ダイオード

6 〇 〇

・電気設備の指導にあたっては、漏電事故、短絡事故、感電事
故、静電気事故の防止に力点を置いた指導に留意する。

・試してみよう、「ダイオードの特性を調べてみよう」を参考にして、
教示実験を行い、ダイオードの電圧対電流特性を描かせる。

３節　トランジスタ
４節　集積回路（ＩＣ）
５節　論理回路
６節　電源回路

7 〇 〇 〇

・試してみよう、「トランジスタの小信号電流増幅率ｈfeを求めてみ
よう」を参考にして、教示実験を行う。
・試してみよう、「三端子ﾚｷﾞｭﾚｰﾀの入出力特性を調べてみよう」を
参考にして、教示実験を行う。
・試してみよう、「NOT回路の入力電圧と出力電圧の関係を調べて
みようを参考にして、教示実験を行う。
・教科「情報技術基礎」との関連に留意する。

第６章　情報機器と電子部品
１節　コンピュータ
２節　インターフェース
３節　入力装置
４節　出力装置
５節　情報通信ネットワーク

第７章　計測・制御技術
１節　計測の基礎と計測用機器
２節　制御の基礎
３節　シーケンス制御

９

１０ 〇 〇 〇

・本章の指導にあたっては、ﾏｲｸﾛﾌﾟﾛｾｯｻ、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ、電磁ﾘ
ﾚｰ、ﾏｲｸﾛｽｲｯﾁなど、実物を提示して説明する。
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄやｲﾝﾄﾗﾈｯﾄなどにも触れて説明する。

・接近警報装置を参考にして組込みｼｽﾃﾑを制作し教示実験を行
い、物体の接近で警報が鳴るか確認する。
・オシロスコープﾟの指導に当たっては、波形を実際に描かせなが
ら説明する。
・ｼｰｹﾝｽ制御では、ﾋﾝｼﾞ形電磁ﾘﾚｰ回路を実際に組み、教示実
験によって説明する。
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４節　フィードバッグ制御
５節　コンピュータ制御

『電子機械応用』
第１章　動力用アクチュエータ
１節　電力を利用したアクチュエータ
２節　流体を利用したアクチュエータ
第２章　産業用ロボット
１節　ロボットの基礎
２節　ロボット制御のシステム
３節　ロボットの操作と安全管理

１１

１２ 〇 〇 〇

・目標値、操作量、制御量、検出量の概念に力点を置いて説明す
る。
・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを用いてﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾞ制御あるいはｼｰｹﾝｽ制御を行うこ
とがｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制御であることを説明する。

期末
考査

第
３
学
期

第３章　ファクトリーオートメーション
１節　ファクトリーオートメーション
２節　ＣＡＤ／ＣＡＭ
３節　ＮＣ工作機械
４節　ネットワーク技術
第４章　電子機械応用設計
１節　システムに向けた調査・研究
２節　簡単なメカトロニクスの設計

『生産システム技術』
第８章　機械技術
１節　機械設備
２節　材料の加工技術

１

２

３

〇 〇

・マシニングセンタ、NC旋盤、ターニングセンタなどのNC工作機
械の実物を前に説明する。

・本章の内容のうち、生産の形態、生産時点情報管理、トヨタ生産
方式などについては、生徒に具体的イメージを与える上で、VTR
などを用意し、資格に訴えた指導が肝要である。
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年
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３単位

１学年
生産技術

○科目「生産システム技術」と「電子機械応用」で学習する内容を基本に、生産技術の内容を織り交ぜて学習する。
○生産システム技術や電子機械応用における各分野の応用的な技術の基礎を理解でき、これを実際に活用する能力を身
に付ける。
７実教　工業３１３生産システム技術
７実教　工業３４６電子機械応用

単　　位　　数

学科・学年・学級

・NC工作機械、産業様ロボットなどの機械設備、自動化に関する用語について
理解させる。
・工業材料に関する基礎的な知識、材料に応じた加工方法などについて理解さ
せる。
・生産の仕組みと生産管理の手法、生産の形態について理解させる。
・各種の生産管理の役割と相互関係、製品の売行きと原価や製品計画の関係、
市場環境と生産形態の関係、環境に配慮した生産の重要性などについて理解
させる。
・生産の合理化と生産ｼｽﾃﾑ技術、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの役割について理解させる。また、
生産の合理化ｼｽﾃﾑ技術と国際化への対応について理解させる。

学習の到達目標

・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの基本構成と5装置の機能、電気信号の種類について理解させる。
・ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとは何か、その概念、信号の変換、ﾀｲﾐﾝｸﾞなどについて理解させ
る。
・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制御とは何か、ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとｾﾝｻ・ｱｸﾁｭｴｰﾀなどの接続方法を理解
させる。
・生産ｼｽﾃﾑにおけるﾈｯﾄﾜｰｸであるLAN・WANについて理解させる。
・ﾃﾞｰﾀ転送のRS-232C規格、IEEE488規格の概要について理解させる。
・ﾏｲｸﾛｺﾝﾋﾟｭｰﾀによる制御について理解させる。
・ﾏｲｺﾝによる組込みｼｽﾃﾑについて理解させる。
・各種計測機器の原理と取り扱い、ｵｼﾛｽｺｰﾌﾟの原理、生産ｼｽﾃﾑにおける自動
計測の目的と方法について理解させる。
・生産ｼｽﾃﾑに使われている自動制御の分類およびそれぞれの機能を理解させ
る。
・ｾﾝｻの種類、原理、応用例を理解させる。
・ｱｸﾁｭｴｰﾀの種類・原理・特徴・用途について理解させる。
・ｼｰｹﾝｽ制御とは何か、電磁ﾘﾚｰ、ﾀｲﾏ、ｼｰｹﾝｽ図の種類、ｼｰｹﾝｽ図に用いら
れる機器の図記号について理解させる。
・ｼｰｹﾝｽ制御に用いられるOR回路・AND回路・自己保持回路・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙｺﾝﾄ
ﾛｰﾗとﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞについて理解させる。

第
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第
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使用教科書・副教材等

・電流による磁界の発生、磁界中の電流に働く力の大きさと向きについて理解さ
せ、直流電動機および直流発電機の原理を理解させる。
・静電気と静電力について理解させ、クーロンの法則を用いて計算が出来るよう
にする。
・コンデンサの構造および機能について理解させる。
・直列・並列接続において、電荷・電圧・静電容量に関わる計算が出来る様にす
る。
・周期・周波数・位相・実効値・平均値について理解させ、R,L,Cの単独回路に
おける電圧・電流・ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽに関する計算が出来るようにする。
・RLC直列回路のｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ・電流・電圧および位相差の関係を理解させ、計
算できるようにする。
・共振回路について理解させる。
・交流回路における電力としての皮相・有効・無効電力を、それぞれの単位と共
に理解させ、計算できるようにする。
・三相交流の結線方法を理解させ、三相交流の電圧・電流の計算が出来るよう
にする。また、三相誘導電動機の原理を理解させる。

・発電の方式・種類・送電方式・変圧器の原理を理解させ、配電方式の特徴、受
電設備の役割を理解させる。
・電動機の種類と選択方法、電熱設備の原理と種類、照明装置、屋内配線用記
号と単線図・複線図、電気通信の種類などについて理解させる。・法律や資格
によって安全を確保していること、事故の種類と安産策、特殊な場所で使用する
機器の安全策について理解させる。
・半導体の抵抗率による区分、キャリヤの考え方について理解させる。
・順電圧・逆電圧によるキャリヤの動き方とﾀﾞｲｵｰﾄﾞの原理を理解させる。

・トランジスタの原理を理解させ、電流増幅率が計算できるようにする。
・固定バイアス増幅回路、電流帰還増幅回路の働きについて理解させる。
・タランジスタの種類、各種半導体素子などについて理解させる。
・変圧回路・整流回路・平滑回路・電圧安定化回路の働きを理解させる。
・ICの種類、ｵﾍﾟｱﾝﾌﾟの基本動作を理解させ、反転増幅回路の電圧増幅度が計
算できるようにする。
・基本的な論理回路を基にNAND回路を用いて他の回路を作成する事を理解さ
せる。
・NAND回路を利用したUSBメモリについて理解させる。

学
期

学習内容 月 学習のねらい・目標
評価の観点 　備　　考

学習活動の特記事項，
他教科や特別活動との関連など
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・ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾞ制御とは何か、ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸﾞ制御における制御量の種類による分類
について理解させる。

・直流・交流モータの原理を理解し，その制御に必要な技術について理解させ
る。
・電力用半導体素子について学習し，パワーエレクトロニクスに必要な技術につ
いて理解させる。
・空気圧式・油圧式アクチュエータの原理を理解し，その制御に必要な技術に
ついて理解させる。

考
査
範
囲

・直流と交流の違いを理解させ、起電力・電位差・電圧を正しく取り扱えるように
する。
・電圧降下、電池の中の抵抗、オームの法則を用いた回路計算等を理解させ
る。
・抵抗率とは何か、温度による抵抗の変化について理解させる。
・ジュール熱とは何か、電力および電力量、許容電流について理解させる。
・化学反応およびイオンの振る舞いについて理解させ、鉛蓄電池・太陽電池に
重点を置いて理解させる。
・磁気について正しく理解させ、クーロンの法則を用いて計算できるようにする。 １
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